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オーロラ画像データ取得とデータ処理の諸問題

Problems of acquisition of auroral image data and data processing
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　世界各地で様々な撮影スタイルでオーロラ画像データを大量に取得してきた。本講演では、そのデータ処理

の諸問題について、まとめて報告する。現在取り組んでいる実験は、オーロラのリアルタイム画像処理と

4K・8Kストリーミングの可能性、EMCCDカメラによる100 fpsのシーズン連続画像データ取得とデータ公

開、赤外カメラを用いた無人機からのオーロラ撮影などがある。過去の市販デジタルカメラを用いた試みとし

ては、アウトリーチ目的では4Kドームマスター形式3Dタイムラプス映像、20KのオーロラVR撮影データの

他、科学観測目的ではオーロラの自動検出手法による数100 fpsオーロラ画像データ取得制限などの例があ

る。
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